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クラブ例会
Photo Caption: 例会は過去一世紀にわたり常にクラブ生活の不可欠な側面であり、ライオン同士の結び付きと、広く国際協会とのつながりを保つために役立っています。
例会はライオンの生活において常に中心的な役割を果たし、会員が大いに意義を認める親交と喜びをもたらしています。それは創設当初より、視覚障害者への支援から災害援助の提供に至るまで、さまざまな奉仕事業の出発点となってきました。例会が時代とともに変化しても、その焦点は常に奉仕にありました。

1920年代や1930年代の国際協会の草創期には、クラブ例会にはいたずらや大がかりなユーモアが交えられていました。悪ふざけの達人テール・ツイスターが会場を闊歩し、ネクタイを切り取ったり、会員の頭上で一旦中身を空にして水を入れた卵の殻を割ったりしたものです。

第二次世界大戦が終わると、ライオンズは世界中に拡大して多様な文化が取り入れられ、1980年代には女性も加わり始めます。初期の数十年間を特徴付けた荒っぽいユーモアは、会員が多様化するにつれて失われていきました。今日の例会は効率化が進み、悪ふざけも減っていますが、合唱、交流、ゲーム、ちょっとしたお笑いなどはやはり豊かに盛り込まれています。

ウェストバージニア州のアルムクリーク・ライオンズクラブの会員たちは、1961年の結成以来、毎回「峠の我が家（Home on the Range）」を歌うことで例会を始めます。カナダ、ブリティッシュコロンビア州のチリワック・ステラーズジェイ・ライオンズクラブの例会ではゲームによって資金を集めることがあり、それは床に置かれた便座に「ルーニー」というニックネームで知られる1ドル硬貨を投げ込むものです。
インターネットと会員の多忙さも、ライオンズの例会に影響を及ぼしてきました。クラブは例会の時間を短くして日常的な情報をネットで提供できますし、直接会わずにオンラインで例会を行っているクラブもあります。
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ライオンズクラブが世界中に広がるに伴い、クラブ例会も各地の習慣が反映されたものへと変化していきました。そして当然ながら、アジア、ヨーロッパ、南米、オーストラリアで行われる例会は、それぞれ少し違った特色を帯びています。スイスのライオンズクラブはあまり歌いませんが、日本やインドネシアでは異なります。香港のクラブは伝統的なライオンズの歌を歌いますが、例会には中国の祈りも盛り込まれています。

自由な時間が乏しい世の中でも、例会はライオンズ社会の中心であり続けています。「ライオンズは職場で忙しい1日を終えてからも例会に出かけていきますが、それは自分よりも大きな何かとつながっているという帰属意識を、例会が与えてくれるからです」と、ローウェルのマサチューセッツ大学の心理学名誉教授、ウィリアム・バーコウィッツはライオン誌のインタビューに答えています。

例会は今後も変わっていくことになるでしょう。しかし、会員にとってのその価値は不変です。2012～2013年度に任期を務めたウェイン・マデン元国際会長は、ライオン誌で次のように述べています。「ライオンであることにこれほど満足感を得られるのは、親しくしていて気が合う同じ価値観を持った仲間と奉仕できるからに他なりません。」
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